
SYNCHRON 04RCⅡ
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに保管してください。

取扱説明書●長年ご使用のストロボ機器の点検をぜひ！

●ストロボは内部に高電圧を蓄える機器です。誤った操作、または異常を無視して
使用すると、使用する人々への危害、または物的損害を与えることが予測されます。

取扱い説明書の操作方法に従い、「警告」「注意」などを守って安全にお使いくだ
さい。

●上記のような症状がなくても１年に１～２回は点検を受けられるようおすすめします。

アフターサービスについてのご相談は

愛情点検 
このような症状のときは
直ちに使用を中止してＡＣ
プラグをコンセントから抜
いて、弊社営業所または
販売店にご相談ください。

こんな症状はありませんか
●スイッチを入れても所定の時間で充電しない
●通電中に異音、異臭、あるいは発煙する
●ヒューズがすぐ切れる
●ストロボ電源部やヘッドに触るとピリピリと電気
を感じる
●その他の異常や故障があるとき

当製品は弊社の厳重なる検査
に合格したことを証します。
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はじめに
このたびは、コメットSYNCHRON 04RCⅡをお買い上げいただきまして、まことにありがとうござい
ます。
本機は、高機能・高耐久モノブロックストロボとして開発されました。
調光範囲はFULL（400Ws）～1/128(3.1Ws)までのワイドレンジで1/6EVステップという高精度の
調光を実現いたしました。
付属のRS-ReceiverⅡ装着により、無線シンクロ撮影も可能です。※RS-発信器（別売）、または
RS-Controller（別売）が必要です。
RS-Controllerを使用することで、16チャンネルの各チャンネル最大６灯までのワイヤレス操作が可
能です。
また、堅牢性の高い大型雲台の採用により、大きなサイズのアクセサリー等にも安心してご使用いた
だけます。
なお、ご使用になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、注意事項や使用方法を十分ご理
解いただいた上でご活用ください

●ＡＣコード４ｍ黒丸Ｊ（インレット） 1本
●ハロゲンランプ　200W 1本
●CR-シンクロコード（５ｍ）　ストレート 1本
●ヒューズ 7A   （ヒューズホルダー内に格納） 1本
●ヒューズホルダーオープナー 1本
●取扱説明書 本書
●保証書
●RS-レシーバーⅡ(保証書) １個 

1安全のため特にご注意ください

危険：人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容。

警告：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

注意：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる
ところに必ず保管してください。

絵表示の意味
△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容（左図は感電注意）を示しています。

記号は、禁止行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図は分解禁止）を示しています。

●記号は、具体的な指示内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図はプラグをコンセントから抜いて
ください）を示しています。

■ご使用の前に、この説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、この機
器を使う人への危害、または物的損害を未然に防止するための注意です。

■注意事項は危害や損害の大きさと切迫の度合いを明示するために、誤っ
た取扱いをすると生じることが想定される内容を、「危険」「警告」「注意」
の3つに区分しています。

いずれも機器を安全にお使いいただくために重要な内容です
ので、必ず守ってください。
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■修理技術者以外の方は、絶対に分解したり修理・
改造をしないでください。

電源部には、メインスイッチを切りACコードをコン
セントから抜いた後も、内部に長時間高電圧が残っ
ており、感電の恐れがあります。

■ 水に濡れる場所や湿度の高い場所での使用、
また手足が濡れた状態、素足での操作はしない
でください。

漏電による感電の恐れがあります。

■モデリングランプの交換や清掃など、キセノン
ランプ部に触れるときは、ランプの電極部には
絶対手を触れないでください。

メインスイッチを切りACコードをコンセントから抜
いた後も内部には長時間高電圧が残っており感電
の恐れがあります。特に清掃を行うときは、一日以上
使用していないときに限って行ってください。

■本体スリット部には金属などの異物を絶対入れ
ないでください。

感電、ショートによる発火の恐れがあります。

■ストロボは発光時、高温の熱を発します。人体
に向けて近い位置で発光させたり、可燃物に
向けての使用は絶対にしないでください。

火傷や火災の恐れがあります。

■揮発性のガソリン、シンナー、可燃性ガスなど
を使用している場所や、大量の粉塵が舞ってい
る室内などでは絶対に使用しないでください。

爆発、火災、火傷の恐れがあります。

■使用電圧はAC100V±10％（50/60Hz）です。

異なる電圧で使用すると感電、発火、火災の原因と
なります。

■ACコードプラグを着脱する時は必ずメイン
スイッチ、モデリングランプスイッチを切って
ください。

急激に大電流が流れ、ショートによる火傷、発火の
恐れがあります。

警　告
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注　意

■使用中や使用直後はガラスグローブ、キセノン
ランプとモデリングランプはかなりの高温になり
ます。十分に温度が下がってから取り扱ってくだ
さい。

火傷の恐れがあります。

■ヘッド使用中は、紙や布または樹脂系のシート
など可燃物を近づけたり、覆っての使用はしな
いでください。

使用中はかなりの高温となり発火、火災の恐れがあ
ります。

■ヒューズやモデリングランプは指定の定格品を
使用してください。

定格品以外の使用は発火、火災の原因となります。

■落としたり衝撃が加わったときは、直ちに使用を
中止し、弊社、またはご購入店で点検を受けてく
ださい。

外観的な変形がなくても内部の電子部品などの損傷
で、感電や漏電の恐れがあります。コードの被覆損
傷のときも同様に点検を受けてください。

■使用後は安全のため必ずACコードをコンセント 
から抜きとるか、ブレーカーなどをOFFにして 
ください。

 発火、火災の恐れがあります。

●調光器に接続しての使用はしないでください。本機およ
び調光器を破損する恐れがあります。

●ストロボ電源部は使用しないときでも１ヶ月に１～２度は
必ず出力を FULL にして通電をしてください。

●3ヶ月以上（10ヶ月未満）の長期間ご使用にならなかった
ストロボ電源部は、出力をFULLにして最低４時間通電をしてください。 
 この間は絶対に発光させないでください。

●10ヶ月以上の長期間ご使用にならなかったストロボ電源部は通電せずに弊社クリ
ニック課による点検（有料）を受けてください。
 長期間ご使用にならなかったストロボ電源部は、通電または発光をくり返すとコン
デンサーが発熱し、発火、火災の恐れがあります。

●過酷な使用で万一過熱警報がはたらいたときは ACパイロットランプが点滅し、
ブザーの連続音で知らせます。

このときはメインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、内部の温度が下がるまで
使用を中止してください。

●無線コントロール装置、無線シンクロ装置（弊社製）は無線 LANと同様に
2.4GHz 帯の周波数を使用しています。無線 LAN 環境下では、電波の混信
により受信不良を起こす場合があります。その場合、チャンネルを変更して同
調テストをおこなってから、ご使用ください。（使用周波数：2.427GHz ～
2.457GHz）

●赤外シンクロ装置（弊社製）の受信器は、室内の蛍光灯から離れた場所にセッ
トしてください。

蛍光管から出る赤外線により、誤動作を起こすことがあります。

●複数台のストロボ電源部を赤外シンクロ装置（弊社製）で使用するときは、そ
れぞれのストロボ電源部に受信器をセッ卜してください。このときはすべてのス
トロボ電源部のフォトセルスイッチを必ず「OFF」にしてください。

赤外シンクロ受信器を使用していてもフォトセルスイッチが「ON」のときは、同
調発光しない電源部が出ることがあります。

2 使用上のご注意とお願い
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3 各部の名称とはたらき
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リフレクター（別売）

1 出力バリエーター
(VARIATOR)/
出力表示切換

出力をFULL～1/128まで1/6EVステップで調光します。
押し込みながら回すと1EVステップで調光します。
軽く押すごとに出力表示をWs(400 ～ 3.1Ws)または、
Wv(10.0 ～ 3.0Wv)に切り換えます。

2 フォトセルスイッチ
(P.CELL)

他のストロボ光を受けて同調発光させる時「ON」にします。
フォトセルスイッチ「ON」のとき緑色に点灯します。

3 サウンドスイッチ
(SOUND)

充電サウンドを「消音(OFF)」「充電中音（CHG）」または「充
電完了音（READY）」にします。

4 モデリングランプスイッチ
（MODEL）

モデリングランプを「消灯（OFF）」「調光（VARI）」または「100%
点灯（CONST）」にします。

5 メインスイッチ（MAIN） AC電源スイッチです。使用後は必ず「OFF」にし、ACコード
プラグをコンセントから抜き取ってください。

6 ACパイロットランプ
（MAIN）／過熱警報表示

メインスイッチを「ON」にすると点灯します。
内部電子部品が所定温度以上になるとブザー音と共に点滅し
ます。

7 レディーランプ／テスト発
光スイッチ(TEST)

充電が完了すると点灯します。テスト発光をするときはランプ
部を軽く押してください。
また、不発光が生じたとき点滅します。

8 出力表示（Ws/Wv） 出力をデジタル表示します。

9 RS-レシーバーⅡ接続コ
ネクター

RS-レシーバーⅡ（付属）を接続します。
RS-レシーバーⅡ以外の接続は絶対にしないでください。

10 アンブレラ固定ネジ アンブレラを固定します。

11 パン棒 雲台を操作するハンドルです。本体を動かす時に使用します。

12 ダボ φ１７ダボスタンドに立てます。

13 雲台 本体を支える部分で、パン棒により角度を調整して固定します。

14 アンブレラ取付穴 アンブレラを使用するときは、この穴にアンブレラ軸を通します。

15 スレーブセンサーキャップ
レディーランプ／不発光
表示／フォトセル兼用

充電が完了すると点灯します。
不発光が生じると点滅し、ブザー音で知らせます。フォトセ
ル受光素子が内蔵されています。

16 リフレクター固定ネジ リフレクターをセットしてネジで固定します。

17
キセノン放電管

ストロボの発光管です。使用中、使用直後はかなりの高温に
なります。
絶対に手をふれないでください。

18 モデリングランプ ハロゲンランプAC100V200Wまで使用できます。
定格は必ずお守りください。

19 リフレクター シンクロンリフレクター110φ（別売）をはじめ、CXタイプリ
フレクター（別売）も使用できます。

20 ガラスグローブ取付金具 シンクロンガラスグローブ（別売）を取り付けます。

21 ACコネクター 付属のACコードで本機とACコンセントを接続してください。
使用後は必ずACコンセントからACプラグを抜いてください。

22 ヒューズホルダー ヒューズは電源部を保護します。定格は必ずお守りください。

23 シンクロソケット ホーンジャックタイプのシンクロコード（付属）でカメラと接続
します。
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■ 6. カメラとのシンクロを確認してください
●シンクロコードをご使用の場合

シンクロコード（付属）でカメラと接続し、カメラでの発光テストをします。

●無線コントロール装置、無線シンクロ装置をご使用の場合

本機の RS-レシーバーⅡ接続コネクターにRS-レシーバーⅡ(付属 )を接続し、カメラでの発
光テストをします。（コメットＲＳ - 発信器、RS-コントローラーは別売です。）

詳細は12ページ  9.RS-レシーバーⅡをご参照ください。

【お願い】
●本番撮影をされる前にシンクロテストを行うことをお勧めします。
●フォーカルプレーンシャッターのカメラを使用のときは、シャッター速度を1/60 秒で使用
してください。

●フォーカルプレーンシャッターの後幕シンクロには発光してもシンク口（同調）しません。

4 操作手順

■ 2. メインスイッチを「ON」にしてください
メインスイッチ（MAIN）を「ON」にします。ACパイロットランプが点灯し、
充電が始まります。

■ 1. ACコードを接続して下さい
メインスイッチ（MAIN）が「OFF」になっていることを確かめてから、
ACコードを本体のACコネクターへ充分差し込んでください。
その後 ACプラグをコンセントへ差し込みます。

■ 5. モデリングランプモードを選択してください
モデリングランプを使用するときモデリングランプスイッチ
（MODEL）を「CONST」「VARI」のいずれかにセットします。

詳細は10ページ 6.モデリングランプモードをご参照く
　　  ださい。

5 出力バリエーター /出力表示の切り換え

■ 出力バリエーター
出力バリエーター（VARIATOR）は、FULL（400Ws）から
1/128（3.1Ws）までを1/6EVステップで調光します。
バリエーターを押し込みながら回すと1EVステップで調光し
ます。

●出力を下げた場合、空発光は不要です。

■ 出力表示の切り換え
軽く押すごとに出力表示をWs（ワットセカンド）または、Wv（ワットバリュー）に切り換えます。

Ws（ワットセカンド）はストロボの電気エネルギー量を表す数値です。

Wv（ワットバリュー）はWsを簡易指数に置き換えた数値です。本機の最大出力 400Wsを
10.0Wvとし、1Wv下がるごとに１絞り分の光量が下がります。 

■ 3. 充電の完了
充電が完了するとテスト発光スイッチ（TEST）と本体上部の
レディーランプが点灯し、発光準備が完了します。

■ 4. テスト発光をしてください
テスト発光スイッチ（TEST）を軽く押し、正常に発光することを
確かめてください。

T）と本体上部の
ます。
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7サウンドモード

他のストロボ光を受けて同調発光させるとき「ON」にします。
フォトセルスイッチ「ON」のときスイッチが緑色に点灯します。
フォトセル受光部はストロボ本体上部のスレーブセンサーキャップに内蔵されています。
実際の撮影前に、必ず、カメラとの同調テストを行ってください。

6 モデリングランプモード

サウンドスイッチ (SOUND) は充電サウンドを「消音（OFF）」「充電中音（CHG）」または「充
電完了音（READY）」にします。

■ OFF（モードを示すランプが消灯します。）
充電状況を確認するためのブザーが鳴りません。

■ CHG
充電中にブザー（断続音）が鳴り、完了すると止まります。

■ READY
充電が完了したときに、ブザーが鳴ります。

● 警報音は、サウンドモードに関係なく鳴ります。

モデリングランプスイッチ (MODEL) はモデリングランプを「消灯」「調光（VARI）」または「100%
点灯（CONST）」にします。

■OFF（モードを示すランプが消灯します。）
モデリングランプを消灯します。

■ VARI
モデリングランプはストロボ出力 400Ws のとき 100％の明る
さとしてストロボ出力に連動して調光します。1/16 以下は 1/16 の光量で一定です。

■CONST
ストロボ出力に関係なく、モデリングランプが 100％の明るさで点灯します。

8 フォトセル

【ご注意】
● 室内照明に蛍光灯を使用しているときは、フォトセル受光部を50cm 以上離してセット
してください。蛍光灯の光の影響により、不発光や誤発光することがあります。
また、フォトセル受光部周辺に直射日光など強い光が当たると作動しないことがあります。

● 同調発光させないときは「OFF」にしてご使用ください。
● 赤外シンクロ装置で使うときは、必ず各本体に1台ずつ赤外シンクロ受信器をセットして、
フォトセルスイッチを「OFF」にしてください。
フォトセルスイッチを「ON」にすると、発光しても同調発光しないものがでます。

フォトセル受光部
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■ＲＳ -レシーバーⅡの接続

9  RS-レシーバーⅡ（RS-ReceiverⅡ）

■ＲＳ-レシーバーⅡ各部の名称

ストロボナンバーB
ON/OFF表示（ONで赤色点灯）

パイロットランプ（ストロボ電源ONで青色点滅）

ストロボナンバーA
ON/OFF表示（ONで赤色点灯）

接続コネクター

チャンネルスイッチ
(CHANNEL)

ストロボナンバーA
(STR)

スイッチA

ストロボナンバーB※1
(STR)

スイッチB※1

※1 他のストロボに
　   使用する機能です

【ご注意】
● ＲＳ-発信器、ＲＳ-コントローラーの使用方法につきましては、各製品付属の取扱説明書を
ご覧ください。

● 無線コントロール装置、無線シンクロ装置（弊社製）は無線 LAN と同様に 2.4GHz 帯
の周波数を使用しています。
無線 LAN 環境下では、電波の混信により受信不良を起こす場合があります。
その場合、チャンネルを変更して同調テストをおこなってから、ご使用ください。
（使用周波数：2.427GHz ～ 2.457GHz）
●無線シンクロ装置（弊社製）をRS-コントローラーまたは、RS-レシーバーⅡと併用され
る際は、無線シンクロ装置のチャンネルスイッチを別紙「無線シンクロ装置とのチャンネル
対応表」のように設定してください。
無線シンクロ装置RS- 発信器 (RS-Transmitter)、RS- 受信器 (RS-Receiver) 付属の
取扱説明書に記載されたチャンネル表は使用しないでください。

●RS- 受信器をストロボ本体とシンクロコードで接続して使用する場合、RS-レシーバーⅡ
をストロボ本体から取り外してください。

●ＲＳ-レシーバーⅡをストロボ本体に取付け、取り外しをする際は必ず、ストロボ本体のメイ
ンスイッチを「OFF」にしてください。

●ＲＳ-レシーバーⅡをストロボ本体から取り外したときは必ず、付属のコネクターキャップを
ストロボ本体の接続コネクターに取り付けてください。
接続コネクター端子のショート、破損の原因となります。

●撮影機材を移動・運搬する際は必ず、ＲＳ-レシーバーⅡをストロボ本体から取り外してく
ださい。
ストロボ本体の接続コネクター端子に負荷がかかり、破損の原因となります。

【RS-コントローラー使用上のご注意】
●RS-コントローラーから複数のRS-レシーバーⅡ（ストロボ）を操作する場合、極まれに受
信できないストロボがでたり、到達距離が短くなるなどの影響がでることがあります。
RS-コントローラーでRS-レシーバーⅡを接続したストロボを操作したときは、コントロー
ラーからのワイヤレス操作がストロボに反映（受信）されていることをご確認ください。

●使用後は必ずRS-コントローラーから電池を取り外してください。
電池をセットしたままRS-コントローラーをケースなどに収納した場合、誤ってRS-コント
ローラーのスイッチが押された状態で放置され、電池が過放電による液漏れをおこす恐れ
があります。

1. ストロボ本体のメインスイッチ (MAIN)を
　 「OFF」にしてください。

2. ストロボ本体のＲＳ-レシーバーⅡ接続コネクターにＲＳ-レシーバーⅡを取り付けてください。

3. ＲＳ-レシーバーⅡのチャンネルスイッチ（CHANNEL）をＲＳ-コントローラーと同じチャンネル
に設定してください。
ＲＳ-発信器をご使用の場合の設定方法は、別紙「無線シンクロ装置とのチャンネル対応表」
をご参照ください。

※チャンネルを変更する場合は、一度電源を「OFF」にしてから設定してください。

4. ストロボ本体のメインスイッチ (MAIN)を「ON」にしてください。
ＲＳ-レシーバーⅡのストロボナンバー（STR）が表示されます。

※SYNCHRON 04RCⅡはストロボナンバーBは使用しません。
　ストロボナンバーBが表示されている場合、スイッチＢを２秒間長押しして 
　ストロボナンバーＢをOFF（消灯）にします。

5. ストロボ本体のフォトセルスイッチ (P.CELL)を「OFF」にしてください。

6. ＲＳ-発信器または、ＲＳ-コントローラーを使用した同調テストをします。
 ＲＳ-発信器または、ＲＳ-コントローラーのテスト発光スイッチを押します。
 ＲＳ-発信器または、ＲＳ-コントローラーからの信号を正常に受信すると、 
ストロボが発光します。

SYNCHRON 04RCⅡに付属のＲＳ -レシーバーⅡを接続することで、ＲＳ-発信器（別売）、
ＲＳ-コントローラー（別売）からストロボを無線シンクロ発光させることが出来ます。
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■全灯ストロボのON/OFF
●全灯ストロボのON
ＲＳ-コントローラーの全灯ONスイッチ(ALL-ON)を押すと、同じチャンネルのストロボが一括
ONします。
このとき、SYNCHRON 04RCⅡの表示に出力設定値が表示されブザー音が鳴ります。
RS-レシーバーⅡのストロボON/OFF表示（赤）が点灯します。

●全灯ストロボのOFF
ＲＳ-コントローラーの全灯OFFスイッチ(ALL-OFF)を押すと、同じチャンネルのストロボが一
括OFFします。
このとき、SYNCHRON 04RCⅡの出力表示に「OFF」が表示されブザー音が鳴ります。
RS-レシーバーⅡのストロボON/OFF表示（赤）が消灯します。

※SYNCHRON 04RCⅡのサウンドモード (SOUND) が OFFのとき、ブザー音は鳴りません。

■各灯ストロボのON/OFF
ＲＳ-コントローラーの各灯ON/OFFスイッチ（１～６）を２秒間長押しすると、個別にストロボを
ON/OFFすることができます。

■ＲＳ-レシーバーⅡの設定
1.12ページ「ＲＳ-レシーバーⅡの接続」の手
順でＲＳ-レシーバーⅡをストロボ本体に
接続します。

2.ＲＳ-レシーバーⅡのスイッチAを押してス
トロボナンバーAを１～６に設定します。
スイッチを１回押すごとに１から６まで１つ送りに表示が切り替わります。

■ＲＳ-コントローラー
　各部の名称

テスト発光スイッチ
（TEST）

チャンネルスイッチ
(CHANNEL)

全灯ON/OFFスイッチ(ALL-ON/OFF)

各灯調光バリエーター(VARIATOR) 各灯ON/OFFスイッチ
（１～６）

発信表示

電池収納部（側面）

シンクロソケット
（φ2.5）（側面）

ホットシュー
（底面）

■ＲＳ-コントローラーの設定
1. 電池収納部に単3形乾電池（1.5V）をセットします。 ※充電式電池（1.2V）は使用できません。
　電池収納部の極性表示に従い、正しい向きにセットしてください。

※電池残量が少なくなるとRS-コントローラーからの操作到達距離が短くなったり、無線 
シンクロの不発が起きます。このような場合は、新しい電池に交換してください。

2.コントローラー底面のホットシューをカメラのアクセサリーシューに差し込み、固定リングを
締めます。シンクロターミナル内蔵のカメラの場合は、付属のシンクロコードで側面のシンク
ロソケット（φ2.5）と接続します。

3.ＲＳ-コントローラーとＲＳ－レシーバーⅡのチャンネルスイッチ（CHANNEL）を同じチャンネ
ルに設定してください。

10  RS-コントローラー（RS-Controller）

軽く押す

数字が１つ送られます
数字の上下方向が
切り替わります

そのまま長押し約 2秒

RS-コントローラー（別売）のチャンネル数は16チャンネルです。
RS-レシーバーⅡ、無線シンクロ装置（RS-受信器、RSミニレシーバー、ＲＸ-2受信器）に対応
したチャンネルに設定することで無線シンクロ発光が可能です。（別紙「無線シンクロ装置との
チャンネル対応表」参照）※無線シンクロ装置は別売です。
RS-レシーバーⅡを接続したストロボは無線シンクロ、テスト発光のほかに、全灯ストロボON/
OFFが可能です。さらに、RS-コントローラーの各灯スイッチでRS-レシーバーⅡに設定したス
トロボナンバーを選択することで、個別にストロボON/OFFと調光が可能です。

●RS-コントローラーは複数のボタンを同時に操作できません。複数のボタンを同時に操作した
場合、ストロボ本体が誤動作する恐れがあります。

●RS-コントローラーは５秒間操作しないと、スリープモードになります。
●RS-コントローラーの動作距離は見通しの良い場所で30m以内です。

※スイッチAを押すと数字が１つ送られて、そのまま2秒間押し続けると、数字の表示方向が
上下切り替わります。

【ご注意】
● RS-コントローラーでストロボ本体を全灯または、各灯OFF 操作をしてもストロボ本
体のメイン電源は「OFF」になりません。ストロボ電源部を長時間ご使用にならないとき
は必ず、ストロボ本体のメインスイッチ (MAIN)を「OFF」にするか、ブレーカーなどを
OFFにしてください。

■各灯ストロボの調光
1. 調光するストロボを選択します。
ＲＳ-コントローラーの各灯ON/OFFスイッチ（１～６）を押すと、スイッチが
点滅します。
このとき、ストロボに接続したＲＳ-レシーバーⅡのストロボナンバーが点滅し
ます。

※ストロボを「OFF」にした状態で、ストロボの調光はできません。
調光する前に、ＲＳ-コントローラーの各灯ON/OFFスイッチでストロボを「ON」にしてください。

2. ＲＳ-コントローラーの調光バリエーター (VARIATOR-＋/－)を押してストロボを調光します。
１回押すとSYNCHRON 04RCⅡは1/6EVステップで調光され、ブザー音が１回鳴ります。
長押しすると1EVステップで調光されます。
調光範囲を超えるとブザー音が２回鳴ります。

3. 調光が完了したら、各灯ON/OFFスイッチ（１～６どれでも）を押すと、スイッチのランプが
消灯し、ストロボの選択が解除されます。
スイッチの選択は、操作しないままで約５秒経過しても解除されます。

■テスト発光
テスト発光スイッチ（TEST）を軽く押すと、同じチャンネルのストロボが発光します。●同じストロボナンバーを２台以上のRS-レシーバーⅡに設定しないでください。

　RS-コントローラーは各チャンネルごとに最大６灯操作可能です。
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14ヒューズの交換

注意
● ヒューズ交換は、メインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、必ずＡＣコードの
プラグをコンセントから抜いて行ってください。

● ヒューズは必ず表示されている定格のものを使用してください。
定格以外の使用は発火や火災の原因となります。

メインスイッチ（MAIN）を「ON」にしても、電源が入らない場合はヒューズが切れている恐れがあ
ります。
そのときは、下記の手順でヒューズの交換をおこなってください。

■ヒューズは付属のオープナーを使用して交換します
1.付属のオープナーをヒューズホルダーの蓋の横穴に差し込み、図のように蓋を押し上げます。

2.ヒューズホルダーには 2 本のヒューズが入っています。
手前に予備ヒューズが入っていますので、
奥に入っている断線したヒューズと交換し
てください。
指定の定格のものと交換してください。

13モデリングランプの交換
モデリングランプはハロゲンランプAC100V200Wまで使用できます。

● 消灯直後は非常に高温です。
十分温度が下がってから取り扱ってください。
火傷の恐れがあります。

注意
● 使用している電源部のメインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、必ずACコード
のプラグをコンセントから抜いてください。

● ハロゲンランプの定格は必ずお守りください。定格以上のハロゲンランプを
使用すると、発熱で故障や損傷の原因となります。

● ハロゲンランプやキセノンランプは素手で触れないでください。指紋やよご
れが付いたときは、アルコールなどで拭き取ってください。

予備ヒューズ
使用ヒューズ

オープナー

12 過熱警報
長時間の連続発光などにより内部の電子部品が所定の温度以上になった場合は、ACパイロット
ランプが点滅し、ブザーの連続音で知らせます。このときは、直ちに使用を中止してください。

●警報音はサウンドモードに関係なく鳴ります。

■ 警報の解除
メインスイッチ（MAIN）を一旦「OFF」にして、ふたたび「ON」にするとブザー音は停止します。
内部温度が下がるまでACパイロットランプは点滅します。

【ご注意】
●冷却を早めるためには、モデリングランプスイッチ（MODEL）
を「OFF」にしてメインスイッチ（MAIN）を「ON」にしてくだ
さい。内蔵ファンで冷却効果が上がります。

■ 不発光警報
発光操作をしても、何らかの原因で発光しなかったときは、ブザーの連続音が鳴り、同時にレ
ディーランプが点滅します。
充電完了前に発光操作を行ったとき、発光はせずレディー
ランプが点滅して、ブザーの連続音が鳴ります。

●警報音はサウンドモードに関係なく鳴ります。

■ 警報の解除
不発光警報の解除は、充電完了後ふたたび発光操作をして正常に発光すれば自動的に解除されます。
また、メインスイッチ（MAIN）を一旦「OFF」にすることでも解除できます。

11 不発光警報
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16 保証とアフターサービス
■保証書と保証期間
添付された保証書に「販売店名・ご購入日」など、所定事項の記載もれがないかをご確認のう

え大切に保存してください。なお、保証期間はご購入日から一年間です。

本製品に、純正部品・純正アクセサリー以外のものを使用することによって生じた故障・事故、

および本取扱説明書で明記した注意・禁止された事項をお守りにならずに生じた故障・事故に

ついては一切の責任を負いかねます。

また、消耗品類は保証の対象となりません。詳しくは保証書の保証規定をご参照ください。

■保証期間終了後の修理
保証期間後でもご要望により有償で修理いたします。引き続き安心してご使用いただけます。

■アフターサービス
すべてのコメット製品は、厳重に調整・検査して出荷されていますが、万一故障になったときは

ご購入店または弊社営業所へご連絡ください。

■修理・点検へお出しになる際のご注意
修理・点検にお出しになる際は、ご使用中のＡＣコード、シンクロコードをセッ卜にしてご依頼く

ださい。迅速なアフターサービスをさせていただきます。

保証期間中のものは必ず保証書を添付してください。保証期間後のものは保証書に記載されて

いる製品名・型式・ご購入年月日をお知らせください。

また、修理にお出しになる前にＡＣプラグが抜けてないか、ヒューズ、ブレーカーが切れていな

いかをお調べください。

■修理・点検後のご注意
修理伝票は修理完了品に添付してあります。

修理内容が明記されておりますので、修理品をお受け取りになる際に確認してください。

また、修理伝票は次回の修理に必要となることがありますので大切に保存してください。

15ガラスグローブの着脱
別売のガラスグローブを取付ける、または取り外しをする場合は次の手順で行ってください。

■ 取り付ける場合
本体３ヶ所の板バネにガラスグローブの凹部分を合わせます。次にガラスグローブを時計回りに回
転し、本体の板バネとガラスグローブの角穴を合わせ取付を完了します。

■ 取り外す場合
ガラスグローブを時計回りに回転し、本体の板バネとガラスグローブの凹部分を合わせ、手前に引
き抜きます。

【お願い】
●ガラスグローブの取り付け、取り外しのときはキセノンランプ、モデリングランプランプ
を破損しないよう注意して行ってください。

注意
● 消灯直後は非常に高温です。
　十分温度が下がってから取り扱ってください。
　火傷の恐れがあります。
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17 仕様

●本仕様は2019年6月現在のものです。改良のため予告なく変更することが有ります、あらかじめご了承ください。


